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研究成果の概要（和文）：本研究では、社会相互交渉場面における視覚入力が社会認知情報処理に与える影響に
ついて明らかにすることを目的とした。ウェアラブルアイトラッカーを用いて会話中の二者の視線を同時計測
し、得られたビデオデータと視線データを合わせて解析することで、二者間コミュニケーション時の相互注視
（アイコンタクト）を自動で検出するアプリケーション（MutualEyeContactAnalyzer）を開発した。また、他者
との相互注視の際、自身の身体感覚（心拍への鋭敏性）が向上することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to understand how visual input impacts our 
socio-cognitive information processing in the social interactions. We combined eye-tracking with 
face recognition based on machine learning and provided a tool for automatic analysis of mutual eye 
contact in naturalistic social interactions. We also found that eye contact enhances our perception 
to the sensations from the inside of the body such as heartbeats.

研究分野：認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、人間の社会的知性を支える認知メカニズムの解明につながる他、自閉症スペクトラム等の障害
に対する介入、サポートに役立つことが期待される。また、人間同士の円滑なコミュニケーションに関わる視線
のやり取りを明らかにすることで、人間と円滑にやり取りすることができるロボットの開発といった研究開発に
も貢献しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 他者の顔や表情は最も重要な社会的シグナルのひとつである。社会的コミュニケーションの
障害である自閉症スペクトラム（Autism Spectrum Disorders; ASD）において、顔や表情に対
する注意、注視様式が盛んに調べられてきた。例えば、ASD 者では定型発達者に比べて目への
注視が少なく、口への注視の割合が多いなどの報告がある一方で、顔に対する視線配分・注視パ
ターンに関して定型発達者との違いは見られない、という報告も多数あり、ASD において顔へ
の注視様式に特異性があるのかははっきりとしていない①。しかし、複数の人や物が登場するよ
うな、より混沌とした刺激における注視において、また、複雑な社会的場面において定型発達者
の間で共有されるようなタイミングや予測に基づく視線配分に関しては、ASD の特異性は現れ
やすいようである。しかしながら、そのような特異性が実際に社会的認知の障害に影響している
のかは定かではない。視覚入力と社会認知機能の関係性の解明のためには、より複雑な社会相互
交渉場面において、視覚入力が社会認知情報処理に与える影響について検討する必要がある。 

 

２．研究の目的  

 本研究では、社会相互交渉場面における視覚入力が社会認知情報処理に与える影響について
明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1) コミュニケーション場面における視線のやり取りの計測システムの構築  

 自然な二者間コミュニケーションの際に生じる相互の視線のやり取りに着目した。二人の実

験参加者が自由に会話をしている際の双方の視線をウェアラブル型のアイトラッカーで記録し、

さらに両者の心電図や皮膚電位活動も同時計測した。アイトラッカーに装着されているビデオ

データをディープラーニングを用いたフェイストラッキングアルゴリズムで解析することで各

フレームにおける顔のランドマークを検出した。得られたデータと視線データを組み合わせ、そ

の際に各媒体から得られるデータの時間的ずれを補正することで、コミュニケーション時の二

者の視線情報を分析した。特に相互注視やその中止行動（視線逸らし行動）に着目し、その作業

を自動化するアプリケーションの開発に取り組んだ。 

 

(２) 相互注視による身体感覚の変容の検討 

 他者の心的状態を理解する際、自己の身体において他者の状態を体現することで効率的な情

報処理を行っていると考えれている。そこで、他者とのインタラクションの際に自己の身体知覚

がどのように変容するのかを検討した。特に、他者からの直視を受けた際、身体内部に由来する

生理シグナルに対する感覚情報処理にどのような影響をもたらすのかを調べた。他者の直視と

逸視の刺激を用意し、実験参加者にはそれを観察している際の自身の心拍に注意を向けて感じ

た心拍数を報告するように求めた。直視を観察する際と逸視を観察する際で、心拍に対する敏感

さがどのように相違するかを分析した。 

 

(3) 自閉症スペクトラム児における怒り顔への視覚的注意と知覚特性の関係性の検討 

 自閉症スペクトラム者における怒り顔に対する迅速な処理の背景にどのような認知特性があ

るのかを調べた。自閉症スペクトラム児および定型発達児を対象として、複数の中性顔の中から

怒り顔または笑い顔を探すという視覚探索課題を実施した。その際、怒り顔や笑い顔の全体を提

示する条件に加えて、眉毛や口といった部分特徴のみを提示するような条件を設けた。さらに、

各参加者の知覚の全体処理、部分処理の優先性を調べるために、小さな文字で構成される大きな

文字を提示した際、どちらにより注意が向いているかを調べるような課題を実施した。本研究の

実験実施は以前に行っていたものであるが、今回改めてデータを分析しなおし、結果のまとめの

作業を行った。 

 

４．研究成果 

(1) コミュニケーション場面における視線のやり取りの計測システムの構築  

 ウェアラブルアイトラッカーを用いて会話中の二者の視線を同時計測し、得られたビデオデ

ータと視線データを合わせて解析することで、二者間コミュニケーション時の相互注視（アイコ

ンタクト）を自動で検出するアプリケーション（MutualEyeContactAnalyzer）を開発した（図

１）。本成果は、視線計測の技術や応用に関する国際学会（The 12th ACM Symposium on Eye 

Tracking Research & Applications）の抄録として採択、掲載された。 

 今後は、会話中の相互注視や視線逸らし行動がどのような心理生理学的役割を担っているの

かを明らかにするため、計測した生理データを合わせて解析していく予定である。 

 

 

 



 (２) 相互注視による身体感覚の変容の検討 

 他者からの直視を観察した際、逸視を観察した際に比べて、自身の心拍への鋭敏性が向上する

ことがわかった。他者からの直視は他者が自己に何等かの作用をしうる意図を示すシグナルで

あるため、他者がもたらす作用をいち早く予測、検出するために、自己の身体感覚が促進される

のではないかと示唆された。本結果は国際学術誌 Cognitionにて採択、掲載された。 

 

 

(3) 自閉症スペクトラム児における怒り顔への視覚的注意と知覚特性の関係性の検討 

 自閉症スペクトラム群と定型発達群の両群において、怒り顔は笑い顔よりも速く検出された

ことから、怒り顔に対する注意の優位性が示された。自閉症スペクトラム群では、眉毛のみを提

示した場合でも怒り処理の優位性が見られたが、定型発達児においてはそのような効果は見ら

れなかった。さらに、部分優先的な知覚特性をより強く示す自閉症スペクトラム児ほど、上記の

眉毛に対する怒り優位性効果を強く示すことがわかった。この結果は、細部に注意を向ける傾向

がある自閉症スペクトラム児において、吊り上がった眉毛という部分特徴自体が脅威刺激とし

て機能していることを示唆した。本成果は、The 11th International Conference on Knowledge 

and Smart Technology における抄録として採択、掲載された。 
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図１ MutualEyeContactアプリケーションの概要 
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